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【目的】含硫アミノ酸のひとつであるエルゴチオネイン（ERGO）は菌

類や一部の細菌類で合成され、高い抗酸化作用を示す。ヒトや動物では

ERGOを生合成できないにも関わらず食物摂取により吸収されたERGO

が体内の脳を含めた幅広い臓器に分布している。その理由として、動物

細胞の膜輸送体（トランスポーター：OCTN1）がERGOを選択的に認

識し細胞内に取り込むことが知られている。このように動物において

ERGOは積極的に体内に取り込まれるものの、その生理的機能の詳細は

解明されていない。 

 

【方法】今回、毛髪形成過程におけるERGOの役割を明らかにするため

毛乳頭細胞を用いて線維芽細胞成長因子のひとつであるFGF-7の産生

性を検証した。 

 

【結果】その結果、ERGOを24時間処理した毛乳頭細胞ではFGF-7遺

伝子発現が有意に上昇していた。さらに培養上清中へのFGF-7タンパ

ク質産生の上昇も確認された。FGF-7の発現促進因子として知られる

アデノシンでは、2時間の処理で顕著な上昇を示すもののERGOでは

24時間の長期間処理によりアデノシンと同程度の発現量を示した。ア

デノシンはアデノシン受容体（A2b）およびcAMPを介しFGF-7の転

写活性を促進すると考えられているが、ERGOはアデノシンとは異なる

作用機構によりFGF-7発現を促進していると思われる。 

 

【結論】これらの結果からERGOが毛乳頭細胞のFGF-7産生を向上さ

せ育毛を促進させる働きがあることが考えられる。 

 


